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油彩画「夜明け」 横山尚登さん（福庭）

令和３年度「鳥取県展」入選：コメント「５時５５分、太陽が

姿を現し、強烈な光りのエネルギーが海を照らす」

付記：「あなたが好きな作品賞」洋画部門得票数１位

板画

「板画で年賀状を

作ろう」教室での

子供たちの作品

11名の生徒は、音楽に合わせ、

やさしく、楽しく、器具（ボー

ル・ベルタ―・ベル）持って

軽やかな動き。皆さんとても

元気いっぱい。

開講の時からのＦさんは、

「楽しい音に合わせ動くので、

気持まで明るくなりますよ」

と、元気溌剌。「腰痛が無く

なり、姿勢が良くなりました」

とは、新人生のＭさん。

笑顔でのインタビューでし

た。「倉吉市公民館まつり」

や「あげい祭」等に出演され

ていました。（杉本・楠本）

「３Ｂ体操教室」
昼：講師 井上裕子さん

夜：講師 前田泰子さん

2003年春、倉吉産高

は小田の地に移転。現

在は、河北中学校の校

地になっています。

上井
こんな所
あんな所

（１４１）

「河北橋」

河北中学校前の

小さな橋

教室にカメラを持って“訪

問”しました。体操する皆

さんの元気、楽しさに触れ

現 在 の河 北 中 学 校が あ る 校

地 は 、 昔 は 一 面 が 田 圃 で 、

今 も 何 と 校 地 内 に は 、 農 業

用水が 流れて います 。

“ ご 主 人 さ ま ” は 、 県 立

河 北 実 業 → 東 伯 高 校 河 北 校

舎 → 河 北 農 高 → 倉 吉 産 高 と

めま ぐる し く変 わり まし た 。

そ し て 、 校 地 の 直 ぐ 前 に は

小川が 流れ、 「かほ くばし 」

は 、 沢 山 の 生徒 や 先 生 を “ 送

迎 ”しま したネ 。

橋の 手 前 に は 、 倉産 高 時 代

には、男子 常連の“学食” (？ )

「 長尾食 堂」が ありま した .

久 し 振 り の母 校 で し た 。 橋

を 渡 り 左 に 折れ た ら 、 「 ふ る

さ と河 北 誇 れよ 産高 我が 母校

/河 北農 高 倉吉 産高 跡地 」と

い う 記 念 碑 があ り ま し た 。

と こ ろ で 、 この 小 さ な ブ リ ッ

普
段
使
わ
な
い

筋
肉
を
伸
ば
し
て

ました（写真＝

右）。

教室は2010年に

開講で12年続い

ています。「モッ

トーは、“無理

なく、楽しく、

長～く！”です」

と、井上先生話。

ジ 「 か ほ く 橋 」 で す が 、 今

は 、 自 転 車 や 歩 い て 渡 る 元

気 な 河 北 中 学 生 を 見 守 っ て

い ますね 。 (佐々 木 )

春
新

夜明け

ら
・

あけまして
おめでとうございます

上 井 コ ミ ュ ニ テ ィ ー セ ン タ ー 館 長 田中佑和

住 民 の 皆 様 に お か れ ま し て は 、 様 々 な 思 い を 胸 に 新

年 を お 迎 え の こ と と 拝 察 致 し ま す 。

さ て 、 昨 春 に は 地 域 課 題 の 解 決 や 活 性 化 を よ り 一 層 図

る た め 、 「 公 民 館 」 か ら 「 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 」 へ と

移 行 さ れ ま し た 。 そ れ を 機 に 、 上 井 地 区 振 興 協 議 会 を 要

と し て 機 構 改 革 や 事 業 の 見 直 し 等 様 々 な 検 討 が な さ れ て

い ま す 。 依 然 と し て 、 コ ロ ナ 感 染 が 危 惧 さ れ る た め 諸 行

事 の 開 催 に 支 障 を き た し て い ま す が 、 本 年 度 は 正 常 に 戻

る 事 を 願 っ て い ま す 。

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 重 要 な 使 命 は 、 老 若 男 女 を 問

わ ず 一 人 で も 多 く の 地 域 住 民 の 皆 様 が 集 い 合 う 拠 点 づ く

り で あ る と 思 い ま す 。

様 々 な 「 教 室 」 や 「 同 好 会 」 活 動 を は じ め 、 給 食 ボ ラ

ン テ ィ ア 活 動 な ど 活 発 に 取 り 組 ま れ て い ま す 。 や や と も

す れ ば 、 近 隣 間 の 絆 が 薄 れ が ち な 世 の 中 、 是 非 と も 来 館

さ れ 仲 間 の 皆 様 と 笑 顔 で 明 る い 日 々 を 過ごされること

を願っています。

「 オ ミ ク ロ ン 株 」 と い う 変 種 の コ ロ ナ ウ イ

ル ス 感 染 者 が じ わ じ わ 広 が っ て い ま す ( 1 2 月

２ ３ 日 現 在 )。 一 日 も 早 い 、 コ ロ ナ 収 束 の 願 い

を こ め て 、 新 春 の 作 品 を 届 け ま す 。

（ 編 集 委 員 会 ）

普通の日常生活、戻ること願い。

み

写真左から＝竺長さん・福井さん・

田中さん・福本さん（上井コミュ

ニティセンター職員）

干支は「寅」
（とら）

い

山
田
美
鈴
さ
ん
「

子

ど

も

硬

筆

・
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教
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が
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・
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推
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    ６日（木）
  　７日（金）

13:30
15:00

  １４日（金） 上井地区民生児童委員協議会 9:30
  １７日（月） 12:30
  2９日（土） あげいキッズ「親子パンづくり教室」 9:30

   2月６日（日） 上井地区自治公民館協議会　総会 10:00

【教室・講座】
10:15
18:30

10:00

13:30
水墨画教室 13:30

板画教室 10:00
子ども硬筆・

　　　毛筆教室
13:30

リラックスヨガ 10:00

【同好会】

女性のつどい 9:30

民謡同好会 14:00

20:00

10:00

【その他】　

なごもう会 13:00

３Ｂ体操
（月曜）　　１０・１７・２４・３１日
（月曜）　　　　　１７・２４・３１日

河北中学校　始業式

健康推進体制検討会
上井地区自治公民館長会

あげいキッズ「おもちの食育教室＆室内ペタンク」

（金曜）　　　　　１４・２１・２８日

書道教室
（水曜）  　 　　　　 　１２・１９日

（水曜）  　 　　　　　 １２・１９日

（水曜）    　　　　　　１２・２６日

（日曜）                 　　　９日

（土曜）　　  ８・１５・２２・２９日

　　　　　 　 　　　　　 ４・１８日

河北小学校　始業式

  １１日（火）

（金曜）  　　　　　　　　７・２１日

（火曜）    　　　　　　　    １８日

（月曜）      　　　　　１７・２４日

太極拳同好会
（月曜）　　　　　１７・２４・３１日

今月の「ふれあい給食」サービス １３・２７日

亀井 美代子さん

（海田西町）

登校時、子供達の交通

安全指導・見守りボラ

ンティア活動

問 いつ頃から活動され

ていますか？

答「5年前からです。朝

の登校時に見守りをし

ています」

問 毎日、どんな思いで

見守りですか。

答「近年、よその県です

が、子供達が犠牲にな

る事故に心を痛めてい ま

「 だ よ り」 は 、 多 く の人 が 行 き 交う

“ 交差 点” 戸田通昭（福庭）
ふ
れ
あ
い
ソ
バ
づ
く
り
の
収
穫
祭

「
あ
げ
い
キ
ッ
ズ
教
室
」

11
月
27
日
、
倉
吉
に
江
戸
時

代
か
ら
伝
わ
る
は
こ
た
人
形
の

「
絵
付
け
・
顔
か
き
」
体
験
教

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。

12
名
の
参
加
者
は
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、
世
界
に
一
つ
だ
け

の
「
は
こ
た
人
形
」
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。
（
写
真
＝
左
）

参
加
者
の
感
想

キ

ッ

ズ

「
細
い
筆
で
描
く
の
が
難

し
か
っ
た
で
す
」

保

護

者

「
伝
統
工
芸
を
体
験
し
、

子
ど
も
に
は
と
て
も
良

い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
色
々
な
教
室
に
参

加
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

「昭和の上井」写真集「継」

(つなぐ)、いよいよ発刊

12
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

か
ら
、
23
名
が
そ
ば
打
ち
を
し
、

ざ
る
そ
ば
・
か
け
そ
ば
を
美
味

し
く
頂
き
ま
し
た
（
写
真
）
。

二
回
目
は
、
16
日
（
木
）
午
後

5
時
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。

感
染
防
止
の
た
め
、
ア
ル
コ
ー

ル
抜
き
の
、
早
め
の
“
年
越
し

そ
ば
”
と
な
り
ま
し
た
。

編
集

委

員
会

発

行
の

創

刊
号

(

06
年
10
月
15
日

発
行)

コロナ禍での3回目

の新年迎え、今年こ

そ明るい未来を！と

願っています。干支

は「みずのえ寅」。

新しく立ち上がると

いう意味とのこと。

元気になりました。

小さな一歩から始め

ようと思います(杉)

おめでとうございます！
□濱野 一枝さん（海田東）

平成18年から、学童の付き

添い・安全ボランティア活

動をされました。上井地区

振興協議会「ボランティア

顕彰表彰」の第１号です。

□倉吉市表彰

柏木 守さん（旭東）

旭東の公民館長として、長年

にわたって地域自治振興に

貢献された。

米田 峰明さん(1丁目東)

保護司として、永年、更正保

護・青少年健全育成に貢献

された。

編集 後記 ▽ 本 年 も よ ろ し く お

願 い しま す 。 [上 井 の

元 気 な 人 ]・ [こ ん な

所 ]・ [私 の 作 品 ]、 話

題 等 お寄 せ 下 さ い (編

集 委 員 =楠 本 ・杉 本 ・

佐々木 ・戸田・ 三木）

▽ お 詫び :大 月和 子 さ

ん (旭 北 )= 「 だよ り 」

編 集 に 協 力 頂 い て い

ま した 。 （戸 ）

36
人
が
楽
し
む

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

す。以前、「ポプラ学

級」への付添したこと

があります。子ども達

が、学校での色々な出

来事を話してくれまし

た。子供達が安全に登

下校出来ることを願い

ながら続けています」

問 子供達の交通安全意

識はどうですか？

答 「時々、ヒヤッとする

こともあります。子ど

もたちの安全意識は、

家庭生活や学校現場で

培われるものだと痛感

しています。学校やＰ

ＴＡとの連携があって

こその安全教育だと思

います」

問 地域の役員の方や学校

の先生方も「見守り」

活動に参加されるので

すか？

答「交通安全週間には参

加されます。しかし、

その週間以外に、もし

事故が起こったならば

…、と思うと毎日の見

守りは欠かせませんし

責任を感じます」（三木）

ひ
と
足
早
く
、
“

年
越
し
そ
ば
”

初
め
て
参
加
の
竺
長
さ
ん

「
香
り
豊
か
な
そ
ば
を
い
た
だ

き
感
謝
で
す
。
初
め
て
の
そ
ば

作
り
で
し
た
が
、
笑
い
が
絶
え

かわら版
風編集

上井地区自治公民館協議会 総会開催のお知らせ

※今年度も全体の懇親会は廃止。

「自治公民館の活動報告会」

が開催されます。

新型コロナウイルス感染対策

のため、各自治公からは４名

程度の出席となります。

とき：令和４年２月６日（日）

午前１０時

場所：上井コミュニティセン

ター 多目的ホール

に
よ
る
冬
の
歌
や
ク
リ
ス
マ
ス

ソ
ン
グ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、

手
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

最
後
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

と
ト
ナ
カ
イ
が
一
足
早
く
登
場

し
、
参
加
者
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

渡
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
感
想

「
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
ど
、
ス
テ
キ

な
演
奏
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。
」

上
井
コ
ミ
セ
ン
の
玄
関
横
に

自
販
機
を
設
置

来
館
者
及
び
地
域
住
民
か
ら

の
要
望
も
あ
り
「
自
動
販
売
機
」

を
設
置
し
ま
し
た
。
な
お
、
災

害
時
対
応
と
し
て
コ
カ
・
コ
ー

ラ
よ
り
「
備
蓄
水
」
全
自
治
公

分
17
ケ
ー
ス
を
協
賛
い
た
だ
き

管
理
し
て
お
り
ま
す
。

12 月 8日 （ 水 ） 10 ： 0 0 第 5回

編 集 会 議 が 開 催 さ れ 、 各 自 治

公 の 紹 介 ペ ー ジ の 最 終 的 な 確

認 が 行 われ ま し た 。

予 想 を 超 え る 多 く の 写 真 が

提 供 さ れ 、 掲 載 さ れ る 写 真 は

80 0枚 、 1 40 ペ ー ジ に も 及 ぶ 写

真 集 と なり ま す 。

【そ の 内 容 】

① 発 刊 の 言 葉 ② 各 自 治 公 民 館

の ペ ー ジ ③ 特 集 ペ ー ジ ＝ 倉 吉

駅と周辺・ 河北小中・ 倉北高・

鳥 取 短 大 と 看 護 大 ・ 災 害 ・ 生

活 風 景 な ど ④ 付 録 ： 写 真 提

供 者 ・ 編 集 委 員 ・ 自 治 公 民

館 長 一 覧表 ⑤ あ と が き

定 点 か ら の 「 今 昔 」 の 画

像 、 今 と は 想 像 も つ か な い

よ う な 以 前 の 町 並 み 、 そ し

て 生 活 風 景 が 掲 載 さ れ て い

ま す 。

老 若 男 女 、 そ れ ぞ れ の 視

点 で “ な つ か し さ ” が 刻 ま

れる 写真 集で す 。完 成は 2月。

（ 三 木 ）

毎
月
、
24
～
25
日
頃
に
は
、
と

も
か
く
紙
面
が
埋
ま
り
、
ひ

と

仕

事

を

終

え

た

よ

う

な

気

分

に

な

り

ま

す

。

し

ば

ら

く

し

て

か

ら

、

パ

ソ

コ
ン

を
開

く

と
…

、

誤

字

・

脱

字

を

見

つ

け

た

り

、

時

に
は
、
掲

載
要
望
の

連
絡
が

あ
っ

た

り

。

紙

面

レ

イ

ア

ウ

ト

を

か

な

り

変

更

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た

り

と

、

手

直

し

で

す

。

そ

ん

な

時

、

よ

く

思

い

出

す

の

は

16
年
前

の
秋
、
当
時
の
館
長
足
立

猛

先

生

か

ら
の

電
話

で

す
。

み
な
さ
ん
に
楽
し
く
読
ん
で
も

ら
え
る
『

公

民

館

だ

よ

り

』

作

り

た

い

。

主

事

さ

ん

は

毎

日

の

業

務

で

大

変

だ

か

ら

、

メ

ン

バ

ー

で

編

集

し

て

く

れ

な

い

か

。

「

お

知

ら

せ

だ

け

じ

ゃ

つ

ま

ら

ん

け

ぇ

」

と

い

う
話

。

生
き
生
き
し
た
「
だ
よ
り
」

を
！

と
い
う
思
い
に
応
え
る
紙
面
に

な
っ

て
い

る
の

だ
ろ

う

か
？

自
問

を
繰

り
返

し
が

続
い

て
い

ま
す

。

「
だ
よ
り
」
は
広
報
紙
で
す

が
、

地
域

の
新

聞
の

性

格
も

も
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。

多
く

の
人

に
出

会
い

取
材

し
、

異

論
反

論
も

大
事

に
し

た
い

の
で

す
。

私

た
ち

は
歌

舞

伎
で

い
う

黒
子

で
す

。
客

観
的

に

、
そ

し
て

独
り

よ
が

り
を

避
け

、

上
井

の
人

々
が

行
き

交
う

“
交

差

点
”

作
り

を
続

け
た

い
と

思
い

ま
す

。

（ １ ０ ４ ）

12
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時
か

ら
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
や
地
域
の
方
合
わ
せ
て
36

名
が
三
谷
訓
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

と
押
村
栄
理
子
さ
ん
（
ボ
ー
カ
ル
）

ず
楽
し

く
て
美

味
し
い

時
間
が

過
ご
せ

ま
し
た
」

交通安全指導・見守り中の

亀井さん

伝
統
工
芸
を
体
験

細い筆でチャレンジ

ステキな演奏にうっとり…


